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＜概要＞ 

常在菌クレブシエラ・ニューモニエは、尿路感染症や肺炎などを引き起こすこともある細

菌です。粘り気のある膜を持つ高粘稠性タイプと粘り気の無い膜の一般的なタイプがあり、

高粘稠性タイプは一般的なタイプよりも抗生物質が効きやすいと考えられていました。しか

し、最近の研究では、高粘稠性タイプにも薬剤耐性を持つケースが増えていることが報告さ

れています。 
大阪公立大学大学院医学研究科 総合医学教育学の並川 浩己講師らの研究グループは、

2000 年～2023 年の研究論文を分析し、高粘稠性タイプと一般的なタイプにおいて、薬剤耐

性率がどのように違うかを比較しました。その結果、高粘稠性タイプは、一般的なタイプよ

りも耐性菌である割合が低いことが分かりました。また、強力な抗生物質であるカルバペネ

ムに耐性のある菌の割合がやや低いことも判明しました。 

この菌に感染した場合は、耐性菌である可能性も考え、慎重に治療を行うことが重要です。

本総説は、クレブシエラ・ニューモニエ感染症の患者の治療方針の決定を助け、薬剤耐性菌

の広がりを防ぐために重要な情報を提供します。 

この総説論文は、2024 年 12 月 16 日に国際学術誌「Emerging Microbes & Infections」に

オンライン掲載されました。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

感染症を引き起こす常在菌の一種の 

薬剤耐性に関する総説論文を発表 

P R E S S  R E L E A S E 

 
並川 浩己講師 

本研究は、高粘稠性クレブシエラ・ニューモニエの耐性菌拡大を抑

える一助を目指して取り組みました。データ収集には多大な労力を

要しましたが、耐性率の違いを示すことができ、多くの患者の治療

方針に貢献できると確信しています。これからも感染制御の進展に

寄与する研究を継続してまいります。 

高粘稠性クレブシエラ・ニューモニエを判別するための簡便

な方法として「ストリングテスト」があり、培養した細菌を

軽く引っ張り粘度を観察する。引っ張ると糸のように 5mm
以上長く伸びる特徴がある。 
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＜研究の背景＞ 
私たちの体には常在菌と呼ばれる細菌が多数存在し、その中の一つにクレブシエラ・ニュー

モニエがいます。この細菌は、普段は悪さをしないのですが、時に尿路感染症や肺炎など、

さまざまな病気を引き起こします。最近では、強力な抗生物質であるカルバペネムが効かな

い薬剤耐性のあるタイプや、特定の酵素を作り出して抗生物質を分解してしまうタイプの菌

についての報告が増えており、治療の選択肢が減ってしまうことが大きな課題です。さらに、

この細菌には、高粘稠性という粘り気のあるカプセルのような膜で菌の周りを覆うタイプが

存在します。この膜があることで菌は免疫細胞から逃がれやすく、感染を重症化させ、肝膿

瘍※1や眼内炎※2など重い病気の原因となることが知られています。 
従来、高粘稠性タイプは一般的なタイプよりも抗生物質に対する耐性が低いと考えられて

いました。しかし、最近の研究では、高粘稠性タイプにも薬剤耐性を持つケースが増えてい

ることが分かってきました。そのため、過去の研究結果を集めて分析し、実態を調査する必

要がありました。 
 
＜研究の内容＞ 

本総説では、「システマティックレビュー」と「メタアナリシス」を用い、2000 年～2023
年の研究を調査しました。高粘稠性タイプと一般的なタイプにおいて、薬剤耐性率がどのよ

うに違うかを比較した結果、高粘稠性のタイプは、一般的なタイプよりも耐性菌の割合が低

く、また、カルバペネム耐性菌の割合もやや低いことが判明しました。 

 
＜期待される効果・今後の展開＞ 

高粘稠性タイプにおいて薬剤耐性菌の割合が低いことが判明しましたが、近年、耐性菌が

増えてきているため、この菌に感染した場合は慎重に治療を行うことが大切です。本総論は

クレブシエラ・ニューモニエ感染症の患者の回復を助け、耐性菌の広がりを防ぐための重要

な情報を提供します。今後、耐性菌が発生するメカニズムを解明し、その進行を監視するこ

とで、より効果的な治療方法を見つけ、耐性菌による感染拡大を防ぐことが期待されます。 

 
＜用語解説＞ 
※1 肝膿瘍：肝臓に細菌が感染して膿がたまる病気 
※2 眼内炎：目の中に細菌が感染して炎症が起こる病気 
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